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本⽇の報告
前半 担当 ⻘⽊
•授業の概要＜保育内容（表現・美術）について＞
•授業⽅法について（予測）

後半 担当 河合
•授業の概要＜表現技術（美術）について＞
•授業⽅法について（予測）
•模擬講義 Webを使った授業の実際



臨床美術

•参加者（⾼齢者）に美術制作活動を⾏なってもらうことを通し
て脳を活性化し、⽣きる希望を持ってもらう

•優れたプログラム＋鑑賞会



東北福祉⼤学のオンライン授業の⽅法 5⽉18⽇（⽉）より開始



授業の概要＜保育内容（表現・美術）＞
保育内容の指導法（情報機器及び教材の活⽤を含む）の教職課程
コアカリキュラム
全体⽬標︓
幼稚園教育において育みたい資質・能⼒を理解し、幼稚園教育要
領に⽰された当該領域のねらい及び内容について背景となる専⾨
領域と関連させて理解を深めるとともに、幼児の発達に即して、
主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な指
導場⾯を想定して保育を構想する⽅法を⾝に付ける。

「幼稚園教諭の養成の在り⽅に関する調査研究」⼀般社団法⼈保育教諭養成課程研究会



（１）領域「表現」のねらい及び内容
⼀般⽬標︓
幼稚園教育要領に⽰された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「表
現」のねらい及び内容を理解する。

到達⽬標︓

•幼稚園教育要領に⽰された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域
「表現」のねらい及び内容を理解する。

•領域「表現」のねらい及び内容を踏まえ、幼児が経験し⾝に付
けていく内容と指導上の留意点を理解している。

•幼稚園教育における評価の考え⽅を理解している。
•領域「表現」に関わる幼児が経験し⾝に付けていく内容の関連
性や⼩学校の教科等とのつながりを理解している。



（２）領域「表現」の指導⽅法及び保育の構想
⼀般⽬標︓
幼児の発達や学びの過程を理解し、具体的な指導場⾯を想定して
保育を構想する⽅法を⾝に付ける。

到達⽬標︓
• 幼児の⼼情・思考及び動き等を視野に⼊れた保育の構想の重要性を理解し
ている。
• 領域「表現」の特性や幼児の体験との関連を考慮した情報機器及び教材の
活⽤法を理解し、保育の構想に活⽤することができる。
• 指導案の構成を理解し、具体的な保育を想定した指導案を作成することが
できる。
• 模擬保育とその振り返りを通して、保育を改善する視点を⾝に付けている。
• 領域「表現」の特性に応じた保育実践の動向を知り、保育構想の向上に取
り組むことができる。



つまり、
１、保育内容「表現」のとりわけ造形活動について
ねらい及び内容・指導上の留意点・評価の考え⽅・関連性につい
て
理解する

２、保育実践を想定し
保育の構想・指導案について・情報機器及び教材の活⽤法
について理解し

３、実際に授業内で
構想し、指導案を作成し、模擬保育とその振り返り
を⾏う



授業モデル
1. 幼児の⾳楽・造形・⾝体表現について、映像を⽤いながら、その表現における
幼児の思いや気付き、⼼の動きなどを読み取り、領域「表現」のねらい及び内
容、育みたい資質能⼒との関連について説明する。

2. 「幼児期の終わりまでに育って欲しい幼児の具体的な姿」について、領域「表
現」と「豊かな感性と表現」の関連だけでなく、幼児の表現の活動の中で「協
同性」や「⾔葉による伝え合い」の育ち、「思考の芽⽣え」等、他領域との関
連も含めて具体的に説明する。

3. 幼児期の表現の学びには、⼩学校の⾳楽科・図画⼯作科だけでなく、国語・算
数・⽣活・体育など多教科にわたる教科内容につながりがあることを、具体的
に教⽰して説明する。

4. 乳幼児の⽇常⽣活から表現の育ちについて観察したり、幼児の素朴な表現から
そこに込められた思いを汲み取ったり、表現にいたるプロセスを想像したりす
る。また、幼児が美しいものに⼼を動かしている姿に気付き、幼児⾃⾝のイ
メージをより豊かにする環境の構成や⾔葉掛けについて考える。



授業モデル
5. 幼児期の表現活動は、発表会や展覧会にむけて何かを教え込むものでは
ない。幼児の表現したい気持ちを⼤切にし、さらに意欲的に表現活動に
取り組める⼯夫として、幼児の表現がより豊かになったり深まったりす
るような環境構成や⾔葉掛けについて考える。

6. 幼児の興味や関⼼をもつような魅⼒ある環境を理解し、感性的な出会い
の豊かな環境や、思いや意図を持って表現することを楽しめる環境の構
成を考える。

7. 年齢や発達に応じ、幼児の素朴な表現を⽣かした保育構想を指導案に取
り上げ、その模擬保育と振り返りを⾏う。

8. 幼児の協同的かつ創造的な表現を育むための、様々な素材を活⽤した表
現活動に関する国内外の取組を紹介し、幼児の表現活動について様々な
視点から考える機会をもつ。



ポイント
1. 映像を⽤いながら、その表現における幼児の思いや気付き、
⼼の動きなどを読み取る

2. 「協同性」や「⾔葉による伝え合い」の育ち、「思考の芽⽣
え」について考える

3. ⽇常⽣活から表現の育ちについて観察したり、幼児の素朴な
表現から環境の構成や⾔葉掛けを考える

4. 幼児の表現したい気持ちを⼤切にし、さらに意欲的に表現活
動に取り組める環境構成や⾔葉掛けについて考える

5. 幼児の興味や関⼼をもつような魅⼒ある環境構成を考える
6. 保育構想を指導案に取り上げ、その模擬保育と振り返りを⾏
う



授業に落とし込む
1. 映像を⽤いながら、その表現における幼

児の思いや気付き、⼼の動きなどを読み
取る

2. 「協同性」や「⾔葉による伝え合い」の
育ち、「思考の芽⽣え」について考える

3. ⽇常⽣活から表現の育ちについて観察し
たり、幼児の素朴な表現から環境の構成
や⾔葉掛けを考える

4. 幼児の表現したい気持ちを⼤切にし、さ
らに意欲的に表現活動に取り組める環境
構成や⾔葉掛けについて考える

5. 幼児の興味や関⼼をもつような魅⼒ある
環境構成を考える

6. 保育構想を指導案に取り上げ、その模擬
保育と振り返りを⾏う

1. ビデオ教材や、実践記録を視聴しディス
カッションを⾏う

2. 「協同性」や「⾔葉による伝え合い」が
⾏われるような制作体験を⾏い、実体験
を元に振り返り、理解を深める

3. ⽇常⽣活から表現の育ちについて、事例
を紹介し、学外学習との連動によって理
解する

4. ⾃⾝の表現活動の中で、特に「⾔葉掛
け」について教員や学⽣同⼠で意識して
⾏い、実感と共に理解する

5. 様々な表現⽅法を体験し、保育における
魅⼒ある環境構成を考える

6. 仮想による保育構想による指導案作成と
模擬保育実践と振り返りを⾏う



保育内容（表現・美術）の理論と⽅法＊新
保育内容研究（表現・美術）＊旧 のこれまで
•通年授業 履修２年⽣以上
•１クラス 最⼤45名程度 （４クラス設定）

＜内容＞
① 講義系（領域「表現」の理解、造形の発達、造形の実際、指導案について、環境構成についてなど）
② 実技系（共同制作、個別制作、教材研究、実践プログラム紹介）
③ 実践系（鑑賞会、ロールプレイ、模擬保育）

を織り交ぜ実施している



①講義系
•映像をもとにディスカションを⾏う

ビデオを視聴し、映像にあったプログラムを体験したり、
気づきを共有することで造形活動のポイントを理解する

「２歳児クラスの造形」
「０歳児クラスの造形」

対面



②実技系
• 制作体験により、「協同性」「⾔葉による伝え合い」「思考の芽⽣え」に
着⽬する
• その過程で特に「⾔葉掛け」について意識して⾏い、保育における「評
価」の考え⽅に結び付けていく

全て共同制作（グループワーク）による相互作⽤によって成り⽴っている
また、美術の経験の少ない学⽣の本質を理解する貴重な体験となっている

対面



③実践系
• 仮想による保育構想による指導案作成と模擬保育実践と振り返りを⾏う

それまで蓄積してきた断⽚的な学びを統合化する為に有効な⽅法

対面


